
『みんなの里』って？（みどりの基本計画からの引用）

各地区の里地里山にある、生き物の里に準じるような自然豊かな場所を市民や来訪
者が自然と触れ合える場所として、「みんなの里」のエリアを構築し、市民がみど
りを知り、関心を高め、ネイチャーポジティブに結びつく取り組みを推進するとと
もに、市民のみならず市外から来訪者を呼び込みにぎわいの創出につなげます。



みんなの里は全部で

７ エリア！

準・生き物の里候補地

みんなの里エリア



みんなの里

見るだけでなく、体験する、発信すること
で、ネイチャーポジティブのプロセス（移
ろい）を楽しむ

自然と触れ合え、ネイチャーポジティブにつながる場所とは…

みんなの里は、自然の移ろいをそのまま、もしくは手を加え、楽しむ場。
人と生き物が共生し、常に未完成の自然を引き継いでいく

生き物の里

貴重な生き物が生息する場所を、
規制的に保護することで、生き物を
守る。

自然の回復活動

生態系の保全・増進里山林の整備 水辺の保全 遊休地の回復



N
o.

エリア 自然と触れ合える拠点となる資源 見られる代表的な生き物

1 東・里地里山エリア
蓑毛自然観察の森、森林セラピーロード
（蓑毛・春嶽湧水コース）、田原ふるさと公
園※、つなぐ棚田遺産（名古木の棚田群）

スギ、ミツマタ、テンナンショウ類、ヤマユリ、クロコ
ノマチョウ、シオカラトンボ、キセキレイ、オオルリ、
カラ類、ニホンアマガエル、アカハライモリ、ホトケド
ジョウ

2 北・里地里山エリア
森林セラピーロード
（表丹沢野外センター※・葛葉の泉コース※）

秦野戸川公園・風の吊り橋コース）

フサザクラ、ヤマユリ、ヤマルリソウ、アオスジアゲハ、
ゲンジボタル、ヒメアメンボ、ウグイス、キビタキ、ノ
スリ、アブラハヤ、カジカ

3
上・四十八瀬川エリ
ア

生き物の里（柳川）、四十八瀬川※

ヒガンバナ、ワレモコウ、ゲンジボタル、ミヤマカワト
ンボ、カワセミ、ホトトギス、シュレーゲルアオガエル、
ホトケドジョウ、カジカ

4 渋沢丘陵西エリア
頭高山、室川源流湧水群※、生き物の里
（渋沢ふれあいの里、峠、千村）

コナラ、キンラン、フタリシズカ、ゲンジボタル、オニ
ヤンマ、ハグロトンボ、キビタキ、コゲラ、ルリビタキ、
ムカシツチガエル、ヤマアカガエル、ホトケドジョウ

5 渋沢丘陵東エリア
震生湖※、立野緑地、今泉名水桜公園、
今泉あらい湧水公園、今泉ほたる公園

コナラ、イチヤクソウ、キンラン、カブトムシ、ゲンジ
ボタル、ヘイケボタル、ハグロトンボ、カワセミ、モズ、
マガモ、アズマヒキガエル、アブラハヤ

6 弘法山周辺エリア
弘法山、野仏と温泉のみち※

森林セラピーロード（弘法山公園コース）

コナラ、クヌギ、ヤマユリ、アキノタムラソウ、ホウ
チャクソウ、モンキアゲハ、カブトムシ、ヤマトタマム
シ、アオゲラ、ヤマガラ

7 鶴巻・田園エリア 鶴巻あじさい散歩道※

アジサイ、ケキツネノボタン、ヒガンバナ、シオカラト
ンボ、モンシロチョウ、ヒバリ、カルガモ、ドジョウ、
トウキョウダルマガエル、ニホンアマガエル

準・生き物の里…！？

みんなの里のエリア内で、特に多種多様な動植物の生息する場所を「準・生き物の里」と
して、保全していきます。将来、「生き物の里」に指定する条件が整えば、秦野市みどり
条例に従って、指定の手続きをする可能性があります。
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